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情報を使うことによって
新たな知を生み出す

情報の
一元的プラットフォーム

デジタル化による情報の
クロスオーバー

ユーザーの期待が
集まる場＝拠点

文化情報資源を扱う機関

図書館
博物館、美術館
公文書館

歴史資料館、文学館……etc.

情報の発生と流通

印刷出版物
インターネット、ボーンデジタル※

行政公開情報
ソーシャルネットワーキング……etc.

2 ※ボーンデジタル：冊子体が刊行されず、電子体のみが発行されるデジタル資料



第２回のテーマ

１．場のあり方……機能の複合、期待が集まる場

２．コンテンツのあり方……デジタル化とプラットフォーム、活用イメージ

第３回のテーマ

１．ひと（専門家集団）のあり方……ネットワーク、情報を引き出すノウハウ

２．知の創造と循環の場、コミュニティへの貢献のあり方について
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